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使用教科書
副教材等

令和２年度　工業科

観
点
の
趣
旨

　測量に対する基礎
的・基本的な知識を
習得し、それらをど
のように用いれば社
会の中での役割を
果たせるのかを理解
する。

　測量機器に関する
基本的な操作を理
解するとともに観測
結果を応用出来る
技術を習得する。

　測量について、ど
のような課題が発生
し、どのような解決
策があるのかを、基
本的な知識や技能
をもとに、適切に判
断し解決策を創造す
る能力を身に付け
る。

　測量技術の歴史や
発達に関心を持つと
ともに、測量法の原
理や測量機器の構
造に関心を持ち、そ
の操作技術の習得
を目指し、意欲的に
取り組む。

評
価
方
法

学習態度の観察
観察記録表
技術の理解
技術の習得状況
レポートの作成

学習態度の観察
観察記録表
技術の理解
技術の習得状況
レポートの作成

学習態度の観察
観察記録表
技術の理解
技術の習得状況
レポートの作成

学習態度の観察
観察記録表
技術の理解
技術の習得状況
レポートの作成

　測量機器の取扱に習熟する。
　観測結果と誤差の取扱を学ぶ。
　班員相互が協力して、各分担に責任を持って行う態度を合わせて学ぶ。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

　測量は、建築物をはじめとする社会の中にあるさまざまな施設・設備を作るための基準を求める
作業です。土地の広さや建物の高さを求めるなど、基本的な測量技術と知識をしっかりと身に付け
ることが、社会の基盤を作っていくうえで必要になります。
　測量機器を用いた観測作業を通して、建築物を制作する際の基本となる寸法の重要性を理解し
なければなりません。
　授業期間は前期もしくは後期で、３年次の実習６単位のうちの１単位に相当します。

測量　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

建築実習（測量）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点



a b c d
評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

3

2

1

12

11

10

9

7

6

5

4

ａ：測量技術とその発達に関心
を持つ。
ｂ：測量技術が必要とされた理
由を知る。

○○測量の歴史
測
量
史

○◎○テープを用いた観測

距
離
測
量

ａ：測量方法の習得に意欲的
に取り組む。

ｂ：観測結果の取扱や誤差の
判定に関する判断ができる。

ｃ：各種観測における、適切な
観測方法を選択し、用具の適
切な取扱ができる。

ｃ：各種観測における観測結果
を、適切に処理できる。

ｄ：観測結果を適切に記録でき
る。

ａ：学習態度の観察

ａ：観察記録表

ｂ：レポートの内容

ｃ：技術の習得状況

ｄ：技術の理解

○
○
◎

◎
◎
○◎

○
○
○

平板の取扱
アリダードの取扱

ヘロンの公式

平
板
測
量

○
○

◎
◎

○
○

レベルの取扱
箱尺の取扱

水
準
測
量

○
○

◎
◎◎

○
○

トランシットの取扱
倍角の観測

測
角
測
量

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている


